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に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、
ま

た
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
を
著
し
く

低
下
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
て
、
あ
ら

た
め
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
こ
と
を
 真
  摯
 に
受
け

し
ん
 
し

止
め
、
自
ら
の
責
任
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
給
与
の
百
分
の
五
十
減
額
、

３
カ
月
の
処
分
を
行
い
ま
す
。

　
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
町

内
の
小
中
高
生
の
文
武
両
道
に
わ
た

る
活
躍
が
新
聞
紙
面
を
賑
わ
し
ま
し

た
し
、
　

月
に
は
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ

１２

主
催
の
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
に

応
募
し
た
本
町
作
品
が
、
一
昨
年
に

続
い
て
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
新

年
か
ら
副
賞
と
し
て
山
田
町
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
が
３
６
５
本
放
映
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
新
年
度
の
主
な
事
業
で
あ
り
ま
す

が
、
町
の
第
８
次
総
合
発
展
計
画
後

期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
、
漁
業
共
済
事

業
へ
の
新
た
な
助
成
制
度
、
子
宮
頸

ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
任
意
予
防
接

種
助
成
事
業
な
ど
産
業
振
興
や
健
康

づ
く
り
施
策
の
新
規
事
業
も
予
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

祈
念
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧

年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
年
も
町
政
推

進
の
た
め
に
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
「
談
合
事
件
」

に
よ
っ
て
町
民
の
皆
さ
ま

山田町長　沼 崎 喜 一

町長からの年賀状

　今年は卯年。卯は十二支の４番目、ウサギ科

のほ乳動物です。昔から家畜として飼われ、わ

たちたちの生活になじみ深く親しまれています。

ウサギの話といえば「因幡の白ウサギ」や「ウ

サギとカメ」が有名で、悪役や英雄などさまざ

まな役をこなすのもウサギの持ち味といえます。

登場することわざで「兎死すれば狐これを悲し

む」は、同類の死を悲しむという意味で使われ

ています。ちなみに町内の卯年生まれの方は、

平成２２年１２月１日現在で１,４７０人（男６７８人、女

７９２人）となっています。

田 鎖 汐  音 さん（荒川小５年）
しお ね

平成１1年７月生まれ

柏 谷 明  美 さん（大沢・２３歳）
あけ み

昭和６２年９月生まれ

堀 合 清  和 さん（織笠・４７歳）
きよ かず

昭和３8年３月生まれ



【３】【３】

箱石 慎  之  輔 君（山田北小６年）
しん の すけ

平成１1年１月生まれ

大 町 杏  那 さん（大沢小６年）
あん な

平成１1年１月生まれ

吉 川 幸  汰 君（豊間根小５年）
こう た

平成１1年10月生まれ

川 村 仁  美 さん（山田南小６年）
ひと み

平成１1年１月生まれ

沼 﨑 雅  弘 君（織笠小５年）
まさ ひろ

平成１1年７月生まれ

小 林 夏  希 さん（大浦小５年）
なつ き

平成１1年８月生まれ

中 村 幸  栄 さん（轟木小６年）
ゆき え

平成１1年４月生まれ

橋 田 隆  人 君（船越小６年）
りゅう と

平成１1年３月生まれ

 々木 善  朗 さん（田の浜・５９歳）
ぜん ろう

昭和２６年１月生まれ

　新しい年が幕を明けました。町民の皆さんも新たな希望と夢

に満ちあふれ、大きく胸を膨らませていることと思います。今

号では、新春インタビューとして、町内の卯年生まれ１２人に今

年の目標や抱負をお聞きしました。


